
●
第
166
号
（
二
〇
一
〇
年
三
月
）

特
集　
「
協
働
」
か
ら
「
地
域
運
営
」
へ

１　

少
子
・
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
と
「
市
民
主
体
の
地
域
運
営
」

 
 　

　
　

 

内
海　

宏
、
中
川
久
美
子

２　

協
働
と
地
域
に
か
か
わ
る
各
局
事
業

①
総
合
的
な
地
域
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
地
域
運
営

　

〜
地
域
ま
ち
づ
く
り
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
〜  　

　

 

木
村
裕
毅

〈
コ
ラ
ム
〉 「
身
近
な
地
域
・
元
気
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
」
と
地
域

ま
ち
づ
く
り 

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

石
津
啓
介

② 

地
域
福
祉
保
健
計
画
〜
地
区
別
計
画
の
取
組
を
通
じ
て
考
察
す

る
「
市
民
主
体
の
地
域
運
営
」
の
進
め
方
〜  　

　

 

須
山
次
郎

③ 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
と
商
店
街
振
興
と
の
相
互
関
係
に
つ

い
て 

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

村
上
佳
江

３　

身
近
な
地
域
・
元
気
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業

 
 　

　

 

市
民
活
力
推
進
局
協
働
推
進
課
地
域
支
援
担
当

４　
「
地
域
運
営
」
の
現
在

①
栄
区
の
地
域
・
元
気
づ
く
り
の
取
組

　

〜
栄
区
湘
南
桂
台
、
栄
区
公
田
町
団
地
〜

 
 　

　
　
　

 
田
中
礼
子
、
西
原
洋
子

②
鶴
見
寺
尾
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
取
組

 
 　

　
　
　
　
　
　
　
　

 

安
部　

力

③ 

ド
リ
ー
ム
ハ
イ
ツ
〜
住
民
主
体
の
地
域
運
営
か
ら
見
え
る
も
の 

 

　
　
　

 

川
辺　

満
、
大
平
裕
里
香

④
西
区
地
域
力
推
進
担
当
の
取
組
か
ら
見
る
地
域
運
営

 
 　

　
　
　

 

勝
俣
英
樹
、
大
木
桂
子

５　

地
域
力
向
上
に
向
け
た
区
役
所
の
機
能
強
化

 
 　

　
　

 

小
野
哲
也
、
菅
原
真
一
郎

６　
「
市
民
主
体
の
地
域
運
営
」
の
今
後 

 　
　
　
　
　

 

編
集
部

７ 　

横
浜
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
「
地
域
運

営
」 

 　
　
　
　
　
　
　
　

 

名
和
田
是
彦

調
査
研
究
レ
ポ
ー
ト

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
の
研
修
成
果

Ａ
グ
ル
ー
プ

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
楽
し
く
進
め
る
こ
と
に
よ
る
地
域
課

題
の
解
決

 
 　

　

 

奥
田
裕
之
、
高
橋　

寛
、
田
中　

靖
、
中
川
理
夫

　
　
　
　
　
　

吉
原
晴
彦

Ｂ
グ
ル
ー
プ

２
０
２
５
年
を
展
望
し
た
「
持
続
可
能
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

の
形
成
施
策　

―

「
共
感
」
が
生
み
出
す
「
地
域
活
動
の
好
循
環

サ
イ
ク
ル
」
を
推
進
力
に―

 
 　

　

 

池
澤
一
郎
、
中
村　

拓
、
大
木
節
裕
、
新
藤
信
孝

　
　
　
　
　
　

深
川
敦
子
、
稲
葉
幸
保

横
浜
会
議
か
ら
の
報
告

対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
基
づ
く
「
協
働
契
約
」
の
あ
り
方

の
研
究 

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

原　

美
紀

●
第
167
号
（
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
）

特
集　

新
し
い
社
会
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
は

１ 　
〈
座
談
会
〉
今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
新
し
い
社
会
的
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
は

 
 　

　

 

広
井
良
典
、
宮
本
み
ち
子
、
浜
野
四
郎
、
鯉
渕
信
也

２ 　

生
活
困
難
な
人
々
と
生
活
支
援
の
あ
り
方―

伴
走
機
能
の
社

会
化
に
向
け
て 

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

岡
田
朋
子

３　

新
た
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
取
り
組
み

①
教
育
の
現
場
か
ら 

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

齋
藤
宗
明

② 

人
生
前
半
（
子
ど
も
、
若
者
）
の
社
会
保
障
を
支
え
る
伴
走
的

支
援 

 　
　
　

 

こ
ど
も
青
少
年
局
に
関
わ
る
区
局
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
係
団
体
に
よ
る
横
断
執
筆
チ
ー
ム

③
住
宅
と
ケ
ア
の
連
携
〜
高
齢
者
を
中
心
と
し
て

 
 　

　
　
　

 

鵜
澤
聡
明
、
梅
澤
厚
也

４　

大
都
市
郊
外
の
人
口
変
動
と
家
族
の
「
解
体
ス
テ
ー
ジ
」

　

―

弱
い
専
門
シ
ス
テ
ム
の
必
要
性 

 　
　
　
　
　

 

大
江
守
之

５ 　

社
会
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
形
成
の
た
め
の
政
策
フ
レ
ー
ム

の
研
究―

ま
と
め―

 
 　

　
　
　
　
　
　
　

 

中
川
久
美
子

調
査
研
究
レ
ポ
ー
ト
１

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
の
研
修
成
果

Ｃ
グ
ル
ー
プ

グ
リ
ー
ン
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
の
確
立―

横
浜
へ
の
交
流
人
口

増
と
市
内
消
費
拡
大
を
め
ざ
し
て―

 
 　

　

 

橋
本　

健
、
河
井
一
広
、
星
崎
雅
代
、
島
田
健
治

　
　
　
　
　
　

福
山
一
男
、
村
田
守
廣

Ｄ
グ
ル
ー
プ

住
民
主
体
の
基
礎
自
治
体
の
設
計
と
地
域
の
意
思
決
定
シ
ス
テ
ム

の
検
討

 
 　

　

 

小
野
崎
信
之
、
南　

有
理
、
五
十
嵐
誠
一
、
井
関
敏
也

　
　
　
　

花
内　

洋
、
高
嶋
賢
一

調
査
研
究
レ
ポ
ー
ト
２

史
上
初
の
「
市
民
創
発
事
業
」
が
生
ん
だ
も
の

〜
開
国
博
Ｙ
１
５
０
テ
ー
マ
イ
ベ
ン
ト
「
ヒ
ル
サ
イ
ド
エ
リ
ア
」

で
何
が
起
こ
っ
て
い
た
か
〜

 
 　

　

 

福
前
明
日
香
、
石
塚
清
香
、
御
調
知
伸
、
沼
田
真
一

●
第
168
号
（
二
〇
一
一
年
三
月
）

特
集　

公
民
連
携
先
進
都
市
へ
の
挑
戦

１　

今
な
ぜ
「
公
民
連
携
」
が
必
要
な
の
か 

 　
　

 

根
本
祐
二

２ 　
〈
座
談
会
〉
自
治
体
と
民
間
と
の
「
共
創
」
の
た
め
に
今
、

求
め
ら
れ
る
こ
と

 
 　

　
 

丸
山
修
平
、
大
川
哲
郎
、
岡
部
友
彦
、
船
渡
川
純

　
　
　
　
　
　

土
井
一
成

３　

様
々
な
公
民
連
携
の
形

① 

Ｐ
Ｆ
Ｉ
〜
民
間
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
最
大
化
と
今
後
の
展
開

に
向
け
て
〜 

 　
　
　
　
　
　

 

田
中
準
也

②
Ｐ
Ｐ
Ｐ
で
進
め
る
公
有
地
の
利
活
用

 
 　

　

 
嶋
田　

稔
、
長
尾
政
治
、
谷
口
智
行

〈
コ
ラ
ム
〉 

中
長
期
的
な
財
務
体
質
改
善
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
Ｅ
戦
略

へ
の
取
組 

 　
　
　
　
　
　

 

日
吉　

淳

③
「
第
２
ス
テ
ー
ジ
」
を
迎
え
る
指
定
管
理
者
制
度

 
 　

　
　
　
　
　

 

久
保
田
淳

④
広
告
事
業
の
い
ま  　

　

 

河
村
昌
美
、
山
中　

研
、
林　

香
澄

４　

一
歩
進
ん
だ
「
公
民
連
携
」
の
取
組

①
「
共
創
フ
ロ
ン
ト
」
の
果
た
し
た
役
割

　

 

〜
横
浜
市
共
創
フ
ロ
ン
ト
事
業
に
関
す
る
共
同
研
究
全
体
報
告

書
よ
り
〜

 
 　

　

 

一
般
財
団
法
人
地
方
自
治
体
公
民
連
携
研
究
財
団

〈
コ
ラ
ム
〉 

オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か

ら
共
創
を
… 

 　
　
　
　
　

 

小
林
賢
次
郎

②
地
域
活
性
化
と
公
民
連
携 

 　
　
　
　
　
　

 

嶋
根
直
登

③
社
会
起
業
家
と
の
共
創
の
可
能
性

 
 　

　
　

 

社
会
起
業
家
支
援
に
関
わ
る
局
・　

 

関
係
団
体
に
よ
る
横
断
執
筆
チ
ー
ム

④
公
民
連
携
が
つ
な
ぐ
横
浜
と
世
界

 
 　

　

 

橋
本　

徹
、
奥
野
修
平
、
正
岡　

崇

⑤
「
共
創
推
進
事
業
本
部
」
の
３
年
間

　

〜
パ
ス
が
つ
な
が
る
組
織
づ
く
り
〜  　

　
　
　
　

 

土
井
一
成

横
浜
会
議
か
ら
の
報
告

地
域
に
お
け
る
学
校
か
ら
社
会
へ
の
若
者
の
包
括
的
支
援
の
検
討

 
 　

　
　
　
　
　

 

西
村
貴
之

調
査
研
究
レ
ポ
ー
ト
１

誰
も
が
生
き
生
き
と
働
き
続
け
ら
れ
る
ヨ
コ
ハ
マ
を
目
指
し
て

　

〜
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
事
業
所
調
査
か
ら
〜

 
 　

　

 

松
石　

徹
、
前
田
千
代
里

調
査
研
究
レ
ポ
ー
ト
２

個
室
型
店
舗
の
現
状
と
火
災
予
防
上
の
対
策

　

〜
建
築
行
政
と
消
防
行
政
の
連
携
に
よ
る
対
策
に
つ
い
て
〜

 
 　

　

 

個
室
型
店
舗
に
対
す
る
防
火
安
全
対
策
検
討
委
員
会

調
査
研
究
レ
ポ
ー
ト
３

多
文
化
共
生
施
策
の
推
進

  　
　

 

多
文
化
共
生
推
進
担
当
課
長
会
、都
市
経
営
局
国
際
政
策
課

調
査
研
究
レ
ポ
ー
ト
４

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
の
研
修
成
果

Ａ
グ
ル
ー
プ

子
育
て
を
楽
し
む
ま
ち
ヨ
コ
ハ
マ
に
向
け
て

 
 　

　

 

小
泉
信
義
、
石
川
秀
一
、
新
倉　

浩
、
細
野
博
嗣

　
　
　
　
　
　

小
賀
野
敏
子
、
小
澤
明
夫

Ｂ
グ
ル
ー
プ

市
民
の
地
球
温
暖
化
に
関
す
る
意
識
を
高
め
る
効
果
的
方
策
の
提

案
〜
「
エ
コ
活
。」
プ
ラ
ス
〜

 
 　

　

 

米
山　

充
、
鈴
木
章
治
、
宮
谷
敦
子
、
黒
田　

浩

　
　
　
　
　
　

秋
山
貞
治
、
近
藤
弘
幸
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調
査
季
報
は
、
現
在
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
「
論
じ
る
」
こ
と
と
同

時
に
「
記
録
を
遺
す
」
と
い
う
こ
と
を
大
切
な
役
割
と
し
て
負
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
特
集
に
あ
た
っ
て
、
一
方
で
今
後
の
対
策
に
追
わ
れ
な
が
ら
、

も
う
一
方
で
後
者
の
役
割
（
大
袈
裟
な
言
い
方
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
回

の
震
災
の
こ
と
を
文
章
に
し
て
遺
す
こ
と
は
後
世
に
対
す
る
使
命
と
言
え

る
の
か
も
知
れ
な
い
）
に
つ
い
て
も
考
え
、
多
忙
な
中
で
も
執
筆
を
引
き

受
け
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

未
だ
に
次
々
に
新
た
な
事
態
が
展
開
す
る
た
め
に
掲
載
を
断
念
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
放
射
線
対
策
に
関
わ
る
部
分
を
は
じ
め
、
今
回
扱
え
な

か
っ
た
分
野
に
つ
い
て
も
、
機
会
を
改
め
て
取
り
上
げ
ら
れ
れ
ば
、
と
考

え
て
い
る
。

　

さ
て
、
今
年
度
末
に
か
け
て
、
過
去
に
発
行
さ
れ
た
調
査
季
報
を
デ
ー

タ
化
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
公
開
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
こ

と
が
、
最
初
に
挙
げ
た
後
者
の
役
割
に
つ
い
て
、
広
く
実
感
し
て
い
た
だ

け
る
絶
好
の
機
会
と
な
る
こ
と
を
密
か
に
期
待
し
て
い
る
。（
唐
澤
）


